
問２４ 私たちは、この罪（原罪）を持ったまま天国へ行くことができます

か。 

 

答え いいえ。私たちは新しく生まれないかぎり、天国へ行くことはできま

せん。 

 

聖書 イエスは答えられた。「まことに、まことに、あなたに言います。人

は、新しく生まれなければ、神の国を見ることはできません。」（ヨハ

ネの福音書３章３節） 

 

＜解説＞ 

 世の中でも天国という表現が広く用いられていて、人は死ねば天国へ行くと

多くの人たちが思っていることでしょう。そして聖書では、死後人の行くとこ

ろは新天新地と呼ばれたり、御国、神の国などとも呼ばれています。例えば、

御国とか神の国という時には、何か目に見える領地やそこに住む領民がいるわ

けではありません。むしろ、神の支配しているところが御国であり、神の国な

のです。そして、そこは完全に義であり、聖い神の支配するところですから、

罪ある者はそこには入れません。と申しますか、神がどんな小さな罪も受け入

れられないように、罪人を受け入れることができないのです。しかし、人はイ

エスキリストの十字架のみわざにより、聖霊の働きを通して新しく生まれるこ

とができるのです。そうすることで、人は神の国に入ることができ、御国の民

として生きることができるのです。そして、死後私たちは罪を赦された者とし

て、御国に入り、そこで神の御顔を仰ぎ見ることができるのです。 

「もはや、のろわれるものは何もない。神と子羊の御座が都の中にあり、神の

しもべたちは神に仕え、御顔を仰ぎ見る。」(ヨハネの黙示録 22 章 3,4 節) 

 

 

 

８月１７日（日）主日礼拝レジュメ 

「聞き、赦し、癒す神」 歴代誌第二 7 章 11～16 節 

  

◯神の主権により、建てられた主の宮 

 ・年月・場所(１歴代誌 21:28)・建てた人物・材料・・・すべて良いものだった 

 ・完成のとき、神の栄光が宮に満ち、祭司たちさえ近づけなかった（7:2） 

  

◯礼拝の中心 

 ・民は神の臨在を目の当たりにし、顔を地につけて拝み、喜びで満たされた   

  （7:3,10） 

 ・「私たちが罪を犯したとき、どうか赦してください」という悔い改めの祈り  

  （6 章参照） 

 

◯礼拝者としての姿とその恵み 

―神様が求めること/礼拝者の姿― 

 ・自らへりくだる 

（神の前になす術がないことを認め、膝をかがめ、心も体も神の前にひざまずく） 

 ・祈る（罪の告白とゆるし） 

 ・御顔を慕い求める（神様ご自身を渇望し、主を探し求める） 

 ・立ち返る（神の道に戻る） 

 

―神様が与えてくださる恵み― 

 ・祈りを親しく聞く 

(本来遠い存在の神様が、私たちの近くに来てくださり、祈りを聞いてくださる) 

 ・罪を赦す(悔い改めを聞き、赦す) 

 ・地を癒す（平和と回復） 


